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1.は じ め に
中島[1]で 詳説 されてい るPortablePrologは ご く小 さい基本 的なProlog
の処理系の1つ であ る。筆者は これをMINI-LISPの 上 にイ ンプ リメ ン トした
ので本稿ではそれ につ いて述べ る。まず,1981年 にMINI-LISPをMELCOM-
COSMO(7001,700S)に移植 した[2]後,処 理 系 の若干のバ ー ジョンァ ップ
を行 った。また,1982年12月1日 以降,計 算 セ ンターの運用面で,MINI-LISP
を ライ ブリと して登録 したので,MINI-LISPの 起動 方法 に変更 が あ った。2.
で その ことを述べ る。3.で はMINI-LISPでPortablePrologの処理系 を書 き,
それを初期デ ータと して与え,実 際にPortablePrologを 実行 させた例 を述べ
る。3.で 述べたPQrtablePrologは 実行 時間が非常 に遅 いので,そ れを短縮す
るために処 理系を改良 した。4.で はその改良 と結果 について述べ る。以下では
[2]の 知識 を前提 として い る。
2.MINI-HSPに つ いて
2.1MINI-LISPの バ ー ジョンア ップ
MINI-LISPにPortablePrologの処理系 を もたせ るため と,MINI-LISPの
使 い勝手 を良 くす るため に以下の修正 を行 った。
(1)MINI-HSPにPortablePrologの処 理系を もたせ るためにセル領域 を
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拡大す る必要が あ ったので,FORTRAN言 語で書かれた,所 謂 「商大版」 の
領域を2倍 の10000に 増 した。具体 的にはFORTRANソ ー ス プ ロ グ ラムの
MCAR(5000),MCDR'(4994)をMCAR(10000),MCDR(9994)に,NIL
の値 を5000か ら10000に 変更 した。
(2)新 たな組 み込み関数 として,表1に 示 したNUMBERPとSYMBOLP
を加 えた。
表1
関 数 名 引数の数
対応す
る整数 説 明 備考
NUMBERPω 1 131 `πゆ と同 じ. 翠
SYMBOLP@) 1 132 κが記号ア トムなら 鶉 それ以外はF 堪
(3)プ ログラム実行中ERRORが 発生 した場合,従 来は*/を 入力す ること
でエラー状態の回復を行っていたが,ERRORの 後は自動的にエラー状態を回
復するように 「商大版」のサブルーチンERRORを 以下のように変更 した。
雛 蹴 躍1講 駅 柵,,、m,,R,_,糊,、㏄。脳 、
器889ε8麟8器!藩 ノIMDIN・1岡DGB・IHDTss
鍔7器1。{謝D「SS)10,～0,10
鍔 纒20謡,セ 号1-1)
羅;i響1鷺 剛
鎗 朧1駐1P
鎗,器 罵U剛
これ によ ってBATCH処 理 の場合 も,ERRORが 生 じた次のS式 か ら再び正
しく評価 され るよ うになった。
2.2MINI-LISPの 起動の仕方
計 算 セ/タ ー の ライブ ラ リと して登 録 され た ことに よ り,起 動 の仕 方 が
BATCH処 理,TSS処 理 それぞれ以下 のよ うに変 った。 ライブ ラ リのアカ ウン・
トはPAPで あ る。
2.2.1BATCH一 プログラム入力が カー ドの場 合
MINH.ISP上 でのPortablePrologにつ い て 141
!JOB一account,name[,password]
!xEQ*一(FILE,MINILISP*串,PAP)
!FIN
*700sの 場 合 は!xEQ一MINILISP.PAP
**フ ァイ ル 名MINILISP.PAPの 内容
!RUN一(LMN,MIMIMP,PAP)
!DATA
初 期 デ ー タ の指 定 が み え な い の は,AMP(Assign.MergeProcessor)を用 い て ロー
ドモ ジュ ー ル(こ の 場 合 の ロー ドモ ジュ ー ル 名 はMIMIMP)中 にDCBの パ ラ メー タ
の 値 を含 む よ うに した た めで あ る。 即 ち 次 の よ うに ロ ー ドモ ジュ ー ル を作 成 した 。
:SETF=55!IHTLZ;IN
!A軽P
?肛M∬IP
FOLL(附1閥GLHH
HIHIMP
FOLLO尉1帥GDCBS
F355
聾憂憂酬PTERトllH且TED:WITHHE冒DCBS=
2.2.2BATCH一 プ ログ ラム入力が ユーザフ ァイルの場合
2.2.3
!JOB一account,name[,password]
!SET一F{105*/ユーザ フ ァ イル 名;IN
!xEQ串*〕(FILE,MINILIsP,PAP)
!FIN
*700Sの 場合は!SET]F:5/ユーザ ファイル名;IN
**700sの 場合は1xEQ]MINILISP.PAP
TSS一 端未 よ りプ ログラムを入 力す る場 合
凹ELCO卜1ATYOURSERVICE尋47{}OS
13=33.AFRO7,「83〔JSεR躍 瑠1LI卜rE〃1∂
LOOOH既EASE=①
〇四AT13=33APBo7,983
C日ECKDG!FAIL〔}OX
EXECUTIO閥FIO
畳臆畳養OTA臼UUHIΨERSITY〔}FCσH凹ERCE
C㎝ 田τじ臼CE,1τE
HELC㎝C【 酬0-700STssSRVICFT【HE
賢灘Y1;0;31器
累朧謝Yll一 駕器
罵ll`AY號:1辮
丁ilεF臼S丁D薩YOFAト ¶0閥丁日 直TSEVICE
TIME(HOKUDAI)
MOND直Y5;OO-20:00
(τUE-FRI》1;30,20:00
SATURDAY1=30-17=00
畳聾罷腸聾聾讐鴛膝饗b憂畳畳騨薩聾聾昼畳聾
D貞11σAI3阿(酬DAY正GA
S闘IYOODEKIHASU
腎畏曇聾憂竪襲竪疑誉腎疑聾聾謄畏襲畳聾謄
WA9=OO騨20=σ0阿ADε
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儲smp謄0
!MI閥ILISPT.PAP
?
～ ・・グー
『
②
③
①account,name[,password]を入 力 して ロ グオ ンしセ ッ シ ョ ンを 開 いて 通 信 可能
な 状 態 に す る。
②TSS用 ロー ドモ ジュー ルMINILISPT.PAPを起 動 させ 入 力 促 進 記 号 ▼?▼ が で た ら
〔プロンプト}プ
ログ ラム 入 力 可 能
③LISPプ ログ ラム を 終 る時 はESCキ ー を2回 押 下 す る。
2.2.4TSS一 プ ロ グ ラ ム 入 力 が ユ ー ザ フ ァ イ ル の 場 合
MELC(罰ATYOURSE臼VICE-H700S
13=59APRO7g「83USER躍27LI閥Eガ12
Looo腿 糺EASE=①
0掴 瓦丁13=59APRO7,,83
CHECKDC!腫AILBOX
EXEC旺10麗F10
聾畳罷OTハRUU麗IVERSITYOFC(MMERCE簑誉聾
聾C㎝ 田TERCE訂ER馨
畳HELCOMCOSHO-700S丁SSSERVICETIME畳
憂 剛D直Y15:00-20=00督
罷
～
「SεTF=105!ユ ーザフ7イ'レ名 置IH
いエロエしエ　　コ　ハ　
`
ユ　ザファイル　のしお　プログラムのズ　
5
1s拍P馨
??
① は2.2.3の ① に同 じ。
②LISPプ ロ グ ラ ム の 入 って い る ユ ーザ フ ァイ ル の指 定
*700Sの 場 合'
!SET」JF:5/ユ ー ザ フ ァイ ル名;IN
③ は2.3.3の ② に同 じ。
3.MINI-LIISP上で のPortab董eProlog
中島[1]に 示 されてい るPortablePrologはLISPで書 かれ たPrologの 処
理系 である。筆者 は これをMINI-LISPで 書 きかえ,MINI-LISPの 関数 の1つ
と して初期 データに与 え,MINI-LISPの プログラム実行中 に関数PROLOGを
呼ぶ ことでPortablePrologを 使用 出来 るよ うに した。 中島[1コ の ものは
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MACLISPに よ るもの を書 き直 して基本的 にはLISP1.5の 機能 の みを使 って
いる。 これをMINI-LISPで 書 き直すためには,MINI-LISPの 処理系の制約が
あ り,い くつか変更 を行 う必要があ った。以下 それについて述べ る。
3.1変 数 とその値
PortablePrologの 変数 は ▼*▼で始 まるア トムで示 されて いて(例*A,*X),
変 数の チェ ックにはア トムを分解す る必要があ る。 しか しMINI-LISPに はそ
のための関数(例 え ばEXPLODE)が 組み込 まれて いないので,変 数チ ェ ック
の ための関数VAR?で は関数MEMQを 用いて次の よ うに変数*A～*Zの チ
ェ ックを行 った。
Dε臼Nε((
{vAR?くLA麗8D貞`x)
(凹ε睡OXくOUOTε く曲 禽8壷C壷0禽E諏F糞G☆H愛1禽J
曹 曹L均 門 費隔 脅0白P鳶q両R鳶S凸 丁
嚢 ★v貢 け 禽翼 禽Y壷z》)》D
(凹ε"a`しA凹 りoAα7》
`CO閥D{(閥ULLV)1し}
`くEα 翼(cAYDT}
α(齢EHαXくCDYDP}⊃
だが これでは変数になるものが制限され,*T1と か*RESULTの ような変数を
扱えないことになる。これを避けるためには図1の ようにすれば,(DECLEAR
(*T1*RESULT))の ように使用する変数をあらかじめ宣言することが出来るが,
本稿ではその方法をとらなかった。
DEFI握E(〔(0巴CLEA腰(LA岡80A(其⊃
{SETqv《 臼LエST(轟PPE閥D翼(QUOτE(鳶A禽8爵C禽D貞ε 禽F脅G
壷H費1☆ 」 禽K曹L脅 闘 脅N
禽0壷"禽0禽R鳶S禽7禽U
禽V会 鱒 鳶翼 禽Y★Z,,,,D
くムドドピねひ くしハハビロ ロ ソコ
`C。NDIII認ll
。、、,,、 、
、,、,,、U,、,Al``0闘S`C^RX'`^PPE髄D``DRX'YD""
凹 凹OXVARしIST,〕,⊃)
図1
3.2関 数の追加
MINI-LISPの 組み込 み関数 は非常 に少 いためPortableProlog処 理系で必
要 な関数 を定義 した。
①PROP[9;ツ;防]
MINI-LISPで は1つ の文字 ア トムに1つ のセルが対応 し,ア トムのMCAR
に は印 字 名 を文 字 値 の リス ト構 造で 表わ したS一 式 の ポイ ンタ値 が 入 り,
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MCDRに は ア ト ム の 値 が 入 れ ら れ る 様 に な っ て い る 。 関 数PROPは
DEF耳NE(〔(PROP(しA門BDA(ZYU》
(SETZ(CONSY(CONSU阿1L》,》))
の よ うに定義 され,図2に 示 レた よ うに文 字ア トム βの値を,(の の前に表示子
ッをつ けたもの と してい る。
zツ ㏄
図2
PROPはPortableProlog処理系の中ではDEFINE-CLAUSE(初期 デー タ
リス ト(付 表1)lineno.88～98)で 使 われ,Prologの プ ログ ラムで定義さ
れ た述語名(ア トム)の 値 を,そ の述語名が プログラム中に初 めて表れた とき
にはその定義の前 に表示子 ▼PROLOG▼ をつけた リス トとす る。以下 に示 した
例 はPrologプ ログ ラムでAPPENDを 述語 と して定義 し実行 した ときに,関
数DEFINE-qLAUSEのPROPでAPPENDの 値 がどう作 られたかを トレー
スし,MINI-LISPの システ ムの中で のア トムAPPENDの 値 を 出力 させ た も
のであ る。
甲コ■1]一{rz
?TR《OE{(PROPD
伸PLY`TRAOE(`PROP}),
PN123321
撃昌===NIL
PN
?PROL⑪ 庫0
APPLYPROLOONIL,.
PNユ
PRINT"勢 聾管PORTA8LEPROLO6(INh噛INILISP}管曽畳砦,
PN221
?+(nPPEND)管X管X,昌
1菅 昌PFしYPROP`APPEN口PROLO〔∋`(`APPENDNIL砦X管XD⊃})
、P嬰=P。 。PぞPR。L⑪。 、"、P匪飴5。、L.,。 、","5欄
PN234554321
PRIN丁 【〕EFINED
PN
?・騨`APPEND(}1臼BCDEF,管L,一{GALLPRINT管L}3
PRINT(A日CDEF}
㌧PNli
PR工N「「 聾6管
PN
?一くENO,8
富旨旨冒=EPILoo
PN
?EVAL`APPENO}
APPしY(EVAL【nPPENDD
PN1221
==呂胃冨(PROLOG((⊂APPENDNIL砦X曇XDD
PN12344321
②GET[κ;ッ]
κは文字 ア トム,ッ は表示子で ある。関数GETは
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DE㌦瓢(
lDl(3
0凹(
農
GEτ
LP、川 口
ll麟)⊂槻IAII)1堺P
DDREX〕Y),})⊃
1衛
の ように定義 されて いる。即 ちア トム κ の値の リス トを(SETQEX(EVAL
X))で 求めて,求 まった リス トを順 に探 し,表 示子 ッと等 しい ものを見つ ける。
もし見つかれば表示子 ッの後 の リス トをその値 とす る。 もし見つか らなか った
り,ア トム κの値 がア トムで あればGETの 返 す値 をNILと す る。GETは 関
数DEFINE-CLAUSE,REFUTESに使 われて い る。①のPROPの 例で作成 し
たAPPENDを 使 ってGETの 使用例 を示す 。
?GET(APPE酊DPROLOG)
APPLY(GET(APPENDPROLOG))
PN1221
==3冨=(((APPENDNIL誉X麗X)))
PN123321
③NCONC[κ;ッ]
κ,ッ ともに リス ト。 リス トκ その もの に リス トyを 追加 して リス トκを修正
す る。即 ち リス トκ の末尾のjzル のcdr部 をか きか えて ッ に接続す る。従 っ
て新 しいセルを作 り出さずに リス トκ と リス トッ をつ けることにな る。
④MAPCAR膨;刀
κの値であ る リス ト(翼=玉,コじ29●,κπ)の 各要素に関数 ∫を作用させた もの(∫[κ1]
/[κ2]_/[κ 。])を 値 と して返す 関数であ る。
⑤AND[κ1,κ2_,κ 。]
κ1か ら順 に評価 し,NILが 現れた ら値 はNILと な り,そ の後の式は評価 し
ない。最後まで評価 してNILが 現れなけ れば この値 はTと な る。 この関数 の
定義 にはMINI-LISPのnon-spreadλを用 いてい る。
3.3ト レ ー ス
PortablePrologは 引数NEW-SUBSTやOLD-SUBSTで循環 リス トを作 る
ために,多 くのLISPシ ステムでは トレース出来 るPortableProldgの 関数が
制約 されると思われるが,MINI-LISPは 循環 リス トであれば ▼OL▼ とい うア ト
ムを出力す ることにな って いる[3]の で全 ての関数 の トレースが 可能で あ り,
PortablePrologの 実行状 況をみ ることが出来 る。 しか し
■
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+(APPEND()寧X串X):
+(APPEND(*A.*X)*Y(*A.*Z))一(APPEND*X累Y*Z):
一(APPEND(AB)(CD)*L)一(CALLPRINT串L):
一(END):
の プ ログ ラムを トレースす るとLP用 紙40枚 の 出力 とな る。
3.4そ の 他
MINI-LISPの システム組 み込 み関数名 をPrologの 述語名 として使 用す ると,
その関数が再定義され ることにな り,関 数PROLOGを 一(END):で ぬ けて も
その定義 は変え られな い。Prologの プ ロ グラムを書 くときは,初 期 デ ータ リ
ス トのlineno.1～10に 示 されて いるシステム組み込み関数名をPrologの 述
語名 として使 ってはいけな い。
3.5実 行 例
このよ うに してMINI-LISP上 に作成 したPortablePrologを 用 いてProlog
のプ ログラムを実行 した例を以下に示す。
①BATCH処 理実行 例
4-QUEENを 述 語 として定義 した プ ログ ラムの フ ァイル をユ ーザ ファイル
(フ ァイル名:FOUR-QUEEN)として読 み込 み実行 した例(700Sに よる)。
一入力カー ドデックー
JOBacco皿t,naロe〔 、Passwordコ
LIMIT(TIME,30)
SETF351FOUR-QUEEN
XEQMINILISP.PAP
FI四
一 出 力 結 果 一
1ごOEFINε`∫ 〔ε。u肌llδ暫3011鵡 、,〔c。閥。`(^… ▼,(F。 冨サ},(了F,η ・
工U`」 腫UALこCAR属,⊂ じA翼 サ,)【EOUAL`CDR躍,⊂COR7,,,
工uτ の,,D,
Y〔 じEF1h邑 く`(EOUAL`LA閂80A、CO凹D(【 直了0齢 翼,(CO開0`ATO隔 ザ,{EO罵 ▼ ⊃)α ・ρ⊃》)【 【nuAL、CAR翼}{C角 聰7},{ε ぼ0AP
り お る う る アホ ど お あ ム あ ロリ ヲ ウ　ア アほ り り り り き
^LlcOR瓦llc帆 ▼llllτF;ll
8岨L86
1NPU7■PROLO6(⊃
L▼PROLOG凹1」,AP
1
τ 曲貢曲費PO罐 了A巳Lし ρ貸Oし06⊂1酌 凹:髄1LユSP},曹 の霊,PR
221
:隠PU「8◎ くFαUと ε鯉 會壇}.【OUEε 閥S`1Z34,飼IL虚O⊃ 監
PR τ εF胸 帥
工閥ρ」「8◎{OUEεhSNIし 脅▼ 脅▼,8
τ0ε 「INEDP兄
P賢1内 τ
PN
P町 飼 「
PN
gRL艦T
P肉
P総1閥 τ
PN
P駄 二闘τ
PN
PR且 髄 τ
P紺
PRΣ 嚇 τ
P閥
P麻1醐T
P閥
8886鷺
P闊
蝿 てOP敦
ド
DεFI閥 しD
oとFI解 邑o
o七FLNし0
0EF:陽ED
吐FLN乞o
OEFI.捌ED
{5亀 もz,
1'1
蝿 脅
EP1し06
卜
MINI-LISP上 で のPortableProbgにっい て147
'
工阿PUτ 畷 ・UE」 隔い 民 ・nZ}・ 慨LとCDU禽 μ り,'く5解 し 禽U'旧 ～
Z西PU「8,`ΩUεE陶S曾 り`壷Ug禽Y⊃ 会Z)霊
1脚PUτ 冨ウ(Sε ししCτ 會減 【淑 民■曹Y,臼Y〕8
1囚puτ 叫 〔sεLεcPu【 ・翼・・Y⊃(・ 笈・・り}}・ ⊂SFしEC了 鳶u'v脅v}8
1NPUτ8や 〔SAFε Ωロ 紀ヱし 庸甘}3
:,pu了 叫 〔s^F巳 唄 ・P・ 岨}州}・(杓 。・ エ^6・ いP州}・ ⊂EV^し(^⑳1州圃}
1摺PUτ8昌`SAFと 会り 禽O嚢 岡,8
1嵩陪:=1望3=と ・量,乙巳、ご.轟髄二;IEV^㌻,三含:,ニヒ禽芝…・6夏之'三5v皇』・`^;・碧 姻ps'
且飼puτ 霧殉`FαUEE阯 曹u國(cALLPR加丁 合L,8
②TSS処 理
リス トの接続を行う述語
INFUτ ■● くE開o)亀
APPENDの 実行例(700Sに よ る)
,
凹E」C㎝ 直丁翌OURSεRVICE■ 初700S
14診22、麗且H31,,83USE疏 轡1ELINE響12
LOGQ闘P』E昌8E3
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4.PortablePrologの改 良
3.で 述べ たPortableProlo9の 処理系では4-Q亡EEN(3.5のBATCH処理
例)の 最初の解が求 まるまで14分44秒93か か った。 これは他 のuSP言 語で
イ ンプ リメ ン トされたPortablePrologの 処 理系に比べて非常 に遅 い。そ こで
3.で 作成 したPortablePrologの 実 行時 間 を短縮 させ るためにい くつ かの改
良 を行 った。その第1は,MINI-LISPで はPROGは システム組み込 み関数 と
されてお らずLISPで 書かれた1つ の関数 として提供 されて いるため,Por七able
:Prologの 処理系でPROGを 使用す るとその度 に このPROG関 数 が 使 用 さ
,れることになるので3.の 処理 系 をPROGを 使 用 せ ず に書 き直 してみた。
第2にPrologの 処理系 を トレース してみ ると変数 チェ ックを頻繁 に行 ってい
る ことがわか るので,中 島[1]の 示唆に従 ってPrologの 変数を リス トとして
表 わす方法を とってみた(例 えば*A,*Xを(VARA),(VARX)と す る)。
更 にPortableProlog中 の関数の数 を出来 るだ け少 くす ることも試 みた。
4.1PROGを 使わずPortablePrologを 書 き直 した結果 と効果
初期 データ リス トの1ineno.11～37ま でがMINI-LISPで 提供 され て いる
PROG関 数の定義で ある。LISPプ ログラム中 にPROGが 使われ ると,そ の
都度PROGか ら*GOま で の各関数 を解釈 実 行 す る ことにな る。Portable
Prologの 処 理 系 で はPROGがPROLOG,READ-EX耳C,READ-REST,
READ-SIGN,DEFINE-CLAUSE,REFUTE,TRY-SYS,FETCH,FETCH-
VALUE,NCONCの 各 関数 で使 われて いるのでそれ らを初期 入力デー タに示
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したよ うに『PROGを 使 わず に書 きか えた。 その処理系 を使 って プログラムの
実行時間 を測 った結果が表4の(2)で ある。
4.2変 数 を リス トと して表現 した結果 と効果
Prologの 表記上の問題か らPortablePrologの 変数 を ア トム とす る と,
MINI-LISPに は ア トムを分解 す るための関数 が組 み込 まれていないので変数
チ ェックは3.1に 示 したよ うに関数MEMQを 使 って行 うことにな る。 しか
しこれでは頻繁 に使われ る変数 チ ェックの関数VAR?の 効率が極 めて悪 い と
思 われたので,筆 者 は中島[1]の 示唆 に従 って変数 を リス トとして表現 し,そ
のcar部 をとって ▼VAR▼ と等 しいか どうか を判 定す ることで変数 チ ェック
を行 う方法 をとった。 そのために関数VAR?とASSOCを 以下 のよ うに変 え
た。
`VAR?{LA[80Aζ 翼,
{CO髄0⊂{ATO阿 翼MD
{〔EO{αUTEVAR,⊂cAR翼,,▼}
σ 閥工P⊃}
(ASSOC(しA隔BOA(翼 し
⊂CO閥O〔 〔ATO阿P閥1口
〔(EOU貞L〔OAARL}⊃{CA殴L⊃,
qくAs5翼 くco殴 口D,P
この処理系を使 って プログラムの実行時間を測 った結果が表4の(3)で ある。
この結果は3.の 処理 系の約4倍 早 い処理系 が出来た ことを示 して いる。 しか し
変数を リス トと して表 わす方法はPrologの プ ログラムの表記が煩雑 にな るば
か りでな く,処 理系全体 の領 域が大き くな るな ど問題 も多い と思われ る。 これ
はMINI-LISPに ア トムを分解 す るための関数 を組み込む ことで解決 され るの
で,MINI-HSPの 今後 の課題 とな るであろ う。
4.3新 しいPortablePrologの 処理系
4.1,4.2で 述べ た よ うにPortablePrologを書 き直 し,さ らに関数
ASSIGNED?,FIRST,SECOND,THIRDを関数 として定義 しないよ うに した
新 しいPortablePrologの 処理系が初期入力デ ータのlineno。51～246に 示 し
た ものである。 これ を用 いてプ ログラムの実行時間 を測 ったもの が表4の(4)
で ある。
初 めにイ ンプ リメ ン トしたPortablePrologの 処理系のおよそ8倍 早 く実行
す る ことの 出来 る処理系 を得 る ごとが 出来たが,筆 者 は充分 に満足 で きる結 果
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表4
注)U〕3.で インプリメント
(2)(1)をPROGを 使わずに書き直 した処理系
(3)(1}を 変数を リス トとして扱 うように書き直した処理系
働(2}と(3)を 併せた処理系
(3),{4)の 処理系で使われたPrologの プ『グラムは*Aを(VARA),寧Xを
(VARX)と 書きかえたものである。例えばAPPENDに ついてみると以下の
ようなプログラムとなる。
や{APPε 糊0〔}(VARX⊃⊂VAR翼,,B
◇(APPE闘D⊂(》ARA}・{りA翼K⊃ ⊃【VARV⊃ く{VARA⊃ ・`VA糞Z},⊃
・(AFρ ε制o`りA霞 η 《サAR7♪ 《vARZ,}3
.【APPE翰0`A百 つζC"}τVAπ し⊃,・【CALLPR:n「 「`VA薩L,,冨
騎`印o,8
時間の測定はBATCHで 各プログラムを実行 し,そ の.CPUTIMEか ら空のプログ
ラム21のCPピTIMEを 引いたものをPrologプ ログラムの実行時間とした。これは
MINI-LISPの 初期 データを評価するための時間を除くたあである。
とは思 っていない。 しか しMINI-LISPがFORTRAN言語で書か れ た イ ンタ
プ リタであ り,更 にPortablePrologが このMINI-LISPで 書かれて いる こと
を考 えれば,こ の遅 さは止 むを得 ないことか も知れ ない。Prolog処 理 系が実
用的であ るためにはAssembly言 語で書かれ たPROLOGイ ンタプ リタが必要
で ある11が,こ のMINI-LISPで 書かれたPotablePrologも 初歩 的なプ ログラ 『
ミングの練 習用 と して使用す ることが出来 ると考え られ る。
〈参 考 文 献〉
1)中 島 秀 之 「Prolog入 門 」1～3,「bit」vol.14.No.5～7,1982.
2)北 原 栄 子rMINI-LISPの 移 植 」「商 学 討 究 」,第32巻 第2号,1981,pp.113～131.
3)後 藤 英 一 。戸 島 熈 ・石 畑 清 「記 号 処 理 の 基 礎 と応 用 」(情 報 処理 叢 書8),情 報 処
理学 会,1981.
4)稲 岡 睦夫 「MINI-LISPに お け るPORTABLEPROLOGの変 更 一PROG機 能
を使 わ ず に定 義 一 」。
5)奥 井 亮 一 「MINI-LISPSYSTEMの改 良 一PROLOGの 改良 一 」。
1)近 くそのようなPrologイ ンタプリタを学内的にのみ試用に供することを計画して
いる。
2)空 のプログラムの内容は
PROLOG()
一(END):
である。
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